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号証
45: 日

作成年月口 作成者 立 証 趣 旨
(原本・写しの別)

東北電力株式会材
女川原子力発電所 福島第一原子力発電所事故以

の原子炉の設置変
原子力安全

降においても，安全審査は， rj� 

乙 22 吏(1号， 2 号及び 写し 1124. 3. 1 
委員会委員長

電用軽水型原子炉施設に関す

3 号原子炉施設の る安全設計審奇指針J等に基づ

変更)について(答 いて行われていること

巾)

関西電力株式会社 大飯発電所の原子炉の設省変

大飯発電所の原子
通商煎業大 ui

史 (3 ， 4 号炉の僧設)につい

乙 23 炉の設置変更 (3 ， 写し S62. 2. 10 
田村元

て，昭和 62 年 2 月 10 R に通尚
4 号炉の併設)につ 産業大臣より許可を受けてい

いて ること

校野経済産業大臣 本件発電所は， r原子力発電所

の臨時記者会見の の再起1Il1Jにあたっての安全性

乙 24 概要(原子力発電所 マーし 1124. 4. 13 経済産業省 に関する判断慕準J に適合す

に関する 4 大臣会 ることが，国によって確認さ

合) (抜粋) れていること

債務者が，本件発電所の基準地

震動 s s - 1 に対する制御掠

挿入時間は1.88 秒であること

総検第 4 - 1 号等
を原子力安全・保安院に説明

乙 25 でぷされた質問に 写し 1124. 3. 13 
原子力安全・ し，その内容について，原子力

対する伺答(抜粋)
保安|涜 安全・保安院が，平成 24 年 3

月 13 B に開催された発電用原

子炉施設の2た全11 に関する総

合的評例検討会において説明

を1iっていること

債務者
債務者の過去の調査結果から，

乙 26 |凍述書 原本 H24. 8 
土木建築室

F-6 破砕帯は耐震設計上考
土木部長

慮する活断層ではないこと
金谷賢正主

原子力安令委員会が，大飯発電

所の原子炉の設置変更( 3 , I1 
原子力安全委員会 科学技術庁 5子炉の IFi設)に係る安全審査に

乙 27 月~í! i凶巻第 100 弓 'げし S62. 9. 11 原子力安全局 おいて，原子炉設置地盤に認め

(抜粋) 編集 られた 10 4:の破砕帯のいずれ
も安全評価上問題となるもの
ではないと判断していること



関西電力妹式会社 通商産業省が，大飯発電所の原
大飯発電所の原子 子炉の設置変更 (3 ， 4 号炉の

炉の設置変更 (3 ， 増設)に係る安全審査におい

乙 28 4 号炉の増設)に係 写し S62 , 2 通{尚産業省 て，原子炉設省地盤に認められ
る安全性について た 10 本の般砕弟;のいずれも安

(安全審査書) (抜 全評価上問題となるものでは

粋) ないと判断していること

「耐震設計審査指

主|の改訂に伴う関

阿電力株式会主i 美

浜発電所 1 号機，高

浜発電所 3 ， 4 号
原子力安全委員会が，大飯発電

機，大飯発電所 3 ，
原子力安全委 所の敷地に活断層がないとす

乙 29 4 号機耐震安全性 写し H22. 12. 6 
ftミ Jヱ色"'、 る原子力安全・保安院の判断を

に係る評価につい
妥当なものと認めていること

て(基準地震動の策

定及び主要な施設

の耐震安全性詳
価) J に対する見解

(抜粋)


